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｜〈寄稿〉 ； 週
テリハボク果実の和歌山県白浜岡への

三度目の漂着
久保田信（和歌山県）

Fruit of Calophyllum inophyllum L. washed ashore at a coast 

of Shirahama Town, Wakayama Prefecture, Japan 

for the third time 

Shin Kubota 

熱帯・亜熱帯性のテリハボク Calophylluminoph戸？umLの

果実のH本本土への漂着例は， 1969年から 40年間でわず

か 18個だけである（中西 ・石井 2010）。和歌山県白浜町に

所在する京都大学フィールド科学教育研究センタ一瀬戸臨

海実験所周辺の番所崎とそこに隣接する通称”北浜 ・南浜”

の磯浜海岸には，これまで2個のテリハボクの漂着が記録さ

れている（2008年9月と 2014年 11月に l個ずつ：久保田，

2015）。今回，当該区域に 2016年9月中旬に 3個目のテ

リハボク果実が漂着したので記録する。その果実はこれま

での 2個よりも大形で 直径が 32mmあった（図 1）。当

該区域に 8年間で本種の果実が 3個流れ着いたのは，ほぼ、

毎日定期的に調査している割に頻度はそう高くはないのか

もしれない。

「八重山諸島からの果実は（中西 2008），亜熱帯性なの

で小形の傾向があるが，より南方の東南アジアなどのもの

は時々大きなものがある」とのご教示を中西弘樹先生から

頂いた。だとすると，今回の果実は熱帯域からはるばる運
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ばれてきたのかもしれな

いc この漂着には 9月初旬

以来和歌山県沿岸にも影響

を与え続けている，例外的

に往復コースをたどった台

風 10号はじめ，その後の

幾つかの台風も関与した可

能性がある。なお 3 今回の

果実と同時にギンカクラゲ

Porpita porpi臼（Linnaeus,

1758）も複数個体が 2016年 図 1 和歌山県白浜町に所

9月 14,15日に“北浜”に吹 在する京都大学瀬戸臨海実

き寄せられて漂着した。 験所“北浜”に 2016年 9
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和歌山県白浜町番所崎に漂着した
生きたウミウサギ（軟体動物）

久保田信（和歌山県）

Living Ovula ovum (Mollusca) washed ashore at Banshozaki, 

Shirahama Town, Wakayama Prefecture, Japan 

Shin Kubota 

和歌山県白浜町番所崎ヘ 2016年9月21日の 14時半頃，

生きたウミウサギOvulaovum (Linneaus）が打ち上げられて

いた。白浜町のすぐ北側の田辺市に台風 16号が上陸し，そ

の通過後 1日目であった口その個体は，平たく広い岩礁の

波打ち際に近い水深 10 cmほど、の小さなタイドプール内で，

臨海実習生により偶然発見された。黒色の外套膜で白色の

貝殻を全て覆っており，元気だった。外套膜には， 白し1小

さな斑点が規則的に散りばめられ，大形の突起も幾つかあっ

た（図 l）。頭からは触角を伸ばし，刺激すると粘液を大量

に分泌した。殻長 65mmで，本種としては小形で、あったが，

殻口が焦げ茶色であることで，さらに小さなクチムラサキウ

ミウサギαcostθllatumLamackやイシパシウサギαjsibasii

Iくuroda（奥谷 ・佐々木 2000）とは明らかに相違していたc

図 1 和歌山県白浜町番所崎のタイドプールに打ち上げられ

ていた生きたウミウサギ（側面図）

図2 和歌山県白浜町番所崎のタイドプールに打ち上げられ

ていた生きたウミウサギ（丸い傷のある員殻（背面図））
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本種はインドー西太平洋の熱帯系に分布し，紀伊半島が北

限とされる（奥谷・佐々木 2000）。通常，浅海性のソフトコー

ラル（刺胞動物）に住みつき それを餌にもしている。従って，

この台風で波にもまれて浅場に打ち上げられたのであろう。

白い貝殻をよく見ると，直径3mmの丸い傷が一つあった（図

2）ので，打ち上げに伴う傷跡なのかも しれない。

番所崎付近で生きたウミウサギに遭遇したのは，過去 23

年間で今回が初めてだった。これまでは，番所崎周辺への

打上物の中に，本種の只殻の破片がごく少数発見されただ

けである（久保田 ・小山 2002）口
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二つ自の一つ目小僧

はやししげお（愛知県）

2015年の 8月に発行された「どんぶらこ 51号」で，愛

知県豊橋市伊古部海岸に漂着した， 1960年代後半に作られ

たと思われる， 一つ目小僧のソフビ人「ノ川苛吉か蔀什てい

ただきました。乙の人形を見つけたの

のととでした。との人形，ちと不気味1

どとやら愛婿？もあり，気に入って本棚に飾っていました。

そして 1年以上が過ぎた 2016年9月2口，j犀美半島ヘビー

チコーミングに出かけました。この夏も暑い夏で 9月の長

雨の前，まだ暑い日でした。そんな日のビーチコーミング，

お日様が高くなってからでは しんどいので，夜明け前に家

を出ました。伊古部に到着したのは 6時過ぎ，それでも気

温は 24度でした。伊占部で汀線に目をやれば，エボシガイ

の付着した壇，カルエボシの付着した軽石，それにギンカ

クラゲやカツオノエボシの漂着もあり，気分が高まってき

ました。その後，田原市の大草，それに赤羽根などを歩き

ホウガンヒルギ，二ッパヤシ，それにルリガイなどを見つけ，

西へと進み堀切海岸へやってきました。

堀切海岸（図 1）では砂浜が波に削られ，浜の斜度が強く

なっており，漂着物はやや寄り難くなっていました。それ

でも，汀線にはアオサが帯をなし，その中にシナアブラギ

リやイルカンダも混じっており，南方系の漂着物が寄って

いたので，暑さも忘れて歩きました。堀切海岸を東ヘ，東

へと歩き，そろそろ浜が途切れるあたりでアオサの漂着帯
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